第２回木更津市障害福祉計画策定委員会会議録
日　時：令和２年１１月１１日（水）午前１０時～午前１１時３０分
場　所：木更津市民総合福祉会館　市民ホール
出席者：石川氏（手をつなぐ親の会）、島津氏（君津ふくしネット）
大出氏（君津健康福祉センター　地域福祉課長）
滝口氏（木更津市社会福祉恊議会長）、中村氏（みづき会かずさの郷施設長）
小沢氏（かずさ萬燈会木更津中郷丸施設長）、野中氏（木更津市身体障害者福祉会）
古山氏（木更津市視覚障害者福祉恊会）寺本氏（ろうあ協会）、鈴木福祉部長
（障害福祉課：事務局）、多賀課長・間宮係長・矢原・磯村・奥、株式会社ナレッジ・
マネジメント・ケア研究所　篠田氏）
欠席者：津田氏（のゆり会）、國分氏（つくし会）
傍聴人　０人

１．開会
　○会議の成立　委員数の２分の１以上の出席があり成立
　○会議を公開とし、傍聴人は、０名

石川委員長の議事進行のもと会議を進行した。
2．議題
　（１）第１回策定委員会後の修正について
事務局説明
今回、第１回策定委員会の後に修正した主な箇所について資料をもとに説明　　
・P21からP36　第１部　アンケート結果について手帳の所持状況及び障害支援区分の
認定の有無についてわかりにくいため削除した。　　
・アンケートが効果的に行われているかというご指摘に対して、国のアンケートを使用
しましたが、内容、方法については、次回地域の実情に合ったものを実施する。
・第１部第３章「第４次きさらづ障がい者プランの取組状況」については、P69からの
第３部に移行した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止については、P62⑥に追加し、関係機関と連携し対
策に努めることを記載した。
　（２）障害者計画における施策体系について
　事務局説明
第１部について説明　
・手帳の所持者数は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、ともにそ
の所持者数は増加している。
・アンケート結果については項目が44あったが、障がい者施策につながる項目に整理し
21項目を掲載した。
・アンケート結果から、障害のある人を取り巻く課題を整理し６つの課題を整理した。
第２部について説明
・第２部障害者計画では、整理した６つの課題に対応して６つの基本施策を挙げ、
それぞれの関連施策を示し、それぞれについて関係機関での施策の展開を示した。
第３部について説明
・まず過去３年間の取組状況を記載し、P83からは国の指針をもとに作成した計画の
方向性と目標を記載し、資料「第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画におけ
る成果目標」に沿って、今回の策定の指針において追加された２つの項目を含めて説
明した。この中で追加資料４．福祉施設から一般就労への移行についての欄において、
資料では第３部　P91　就労定着支援事業所の数において現状の枠の中の就労定着率
が８割以上の事業所数が1事業所であることの訂正あり。また、追加資料５．障害児
支援の提供体制の整備等の欄において、保育所等訪問支援の提供事業所について、令
和５年度の事業所数が２箇所以上であることの訂正あり。
・令和３年度から５年度の障害福祉サービス、児童の通所支援サービス及び地域生活
支援事業の見込み量について資料のとおり

質疑応答
　野中委員　P93数値目標等の表の中で、「保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の関係
機関等が連携を図るための協議の場の項目で、現状は１箇所（市）となってい
るが、これは圏域ではないか。
　事務局（間宮係長）これについては市の地域自立支援協議会こども部会において協議を
　　　　　している。
　小沢委員　P69からの第４次の取組が気になる。PDCAサイクルにあるようにその取組
を踏まえて第５次があるのだが、たくさんの目標を立てて取組報告が少ないよ
うに思う。もう少し取組状況が見えてくると、事業展開する部署の取組がもう
少し書かれているとよかった。振り返りを充実し議論できるとてくるとよいと
思う。数値目標があるのはわかりやすい。
　事務局（間宮係長）　これについては各関係課へ施策の状況をかけさせていただいた。
前回の計画の中でできなかったことは、また新たに盛り込んでいるものもある。
地域自立支援協議会の専門部会において、どうしてできなかったか、検討して
いる。
　古山委員　P11身体障害者手帳交付状況の推移（部位別）で視覚障がいにおいて、令和元
　　　　　年258人が令和２年211人と47人も減っているのは、正しい数字か。
　事務局（間宮係長）　システムから抽出している。
　古山委員　他の障害は増えているのに、視覚障がいだけなぜこんなに減少しているのか。
　事務局（間宮係長）　再確認します。
　滝口委員　丁寧な説明と文章がわかりやすく修正されている。P23権利擁護についてお
聞きしますというところで、34の質問の後の成年後見制度についてご存じです
かという質問は、34に続いた質問ではなく別の質問ではないか。
　事務局（篠田）　誤植です。訂正させていただきます。
　議長　　　他にいかがですか。大出委員、何かご質問があればお願いします。
　大出委員　直接的な業務についてはわからない面があり、この場で言うことでないかも
しれないが勉強させていただきます。
　議長　　　それでは中村委員はいかがですか。
　中村委員　計画を作って実態はどうだったかという検証が、あまりなされていないイメ
　　　　　ージがある。児童関係だと具体的な数字があるが、相談支援だと充実を図ると
　　　　　なっており、実態は公表されていない。市の中に基幹相談支援センターを作っ
たが、どう機能しているかあまりわからない。なぜ相談支援にこだわるかとい
うと、障害福祉計画の実現に、すごく重要な、障がいのある方の意見・要望を
つないでいくものだと思っているので、地域生活支援拠点事業を進めるために
も、障がいのある人にとってどのような社会資源が不足しており何が必要かが
見えてくるためにも相談支援が重要である。
　野中委員　中村委員の意見において、計画に対する結果が表れてないのでは、と意見が
あったが、第１次から第４次計画まで、各担当課が計画に対してどのように取
り組んだかを一表にまとめて検討していた。今回はやるのか。
　事務局（間宮係長）　前回は障害者プラン推進委員会があり、進捗状況を報告したが、
今回は新型コロナウイルス感染症拡大防止の関係で進捗状況の報告が難しかっ
た。進捗状況とその結果については、地域自立支援協議会の各専門部会におい
て進捗状況を報告の上、検証している。
　事務局（多賀課長）　補足ですが、プランの進捗においては、1年毎に事務局が各担当課
へ連絡して、報告を受けて状況を確認している。それを取りまとめてホームペ
ージに公表している。今後も地域自立支援協議会の6つの専門部会では、どう
したらプランを実行できるか検討していく。また、相談支援については、木更
津市は４つの事業所へ一般相談を委託している。しかしセルフプランが多い状
況である。今後も相談支援の確保、基幹相談支援センターでの相談の対応をし、
各相談支援事業所と連携を取りながら強化を図っていく。地域生活拠点につい
ては、中村委員のご意見のとおり、現在地域にある社会資源を結び付けながら、
整備していきたいと考えている。他市において独自に建物を建てて進めている
ところもあるが、市及び圏域でどう整備するか、基本的には今ある社会資源で
ある皆様と力を合わせて作っていきたいと考えているので、よろしくお願いい
たします。
　議長　　　他にありますか。
　島津委員　第１回策定委員会後の時間がない中の対応は大変だったと思う。修正版の中
を見て、昨日幾つか指摘をしたが、それについての説明が欲しい。あと総論の
P4の計画のスパンにおいて、木更津市障害者計画は第４次から第５次になると
思うが、見直しの表記はどこからどこまでが第5次になるか。
　事務局（間宮係長）　昨日ご連絡いただいた点については、まず、P47パーキングパー
ミットの説明については、本日資料編として追加の資料を配付し対応させてい
ただきました。次にP72からP76の計画値と実績値の比較について、もう少し
わかりやすく表記できればよかったが、これが限界ということでご了承いただ
きたい。続いてP85②目標設定にあたっての考え方の２行目の「障がいを持つ」
を「障がいのある」に修正いたします。P99サービスの見込額について、共同
生活援助または自立生活援助についてはかっこ書きで精神障がい者の人数を記
載しては、と指摘を受けたが検討します。最後にP101からP105については児
童福祉法に基づいた障害児福祉計画の記載で、P106からP115は障害者総合支
援法に基づいた記載のためにページを入れ替えて障害児支援を後に掲載する形
にするので、よろしくお願いします。P75（２）障害児支援からP76過去３年
間の実績とP77地域支援事業を入れ替えて、障害者総合支援法と児童福祉法を
分けた表示に修正します。発達障がいのある人への支援の記載については、相
談件数は極めて少ないが、千葉県の発達障害者支援センターへつないでいる。
本市において支援体制が確立していないため数値目標は設定できないが、文章
で記載する。
　事務局（多賀課長）　補足ですが、パーキングパーミットの制度については、公共施設、
商業施設などの車椅子のマークの駐車場において、そうでない人が利用してい
る場合があるので、障がいのある人、怪我をした人、高齢者などの該当の人が
使えるように申請による承認証のようなものを発行し、それを車に置いたりつ
けたりし、業者に協力いただき対応していくもので、全国的には県で実施して
いるが、千葉県ではまだ導入されていない。市独自で実施しているところもあ
る。今回千葉県からも、来年度検討する旨の通知が来ている。プランに記載し
ているこのことについては、県を中心に広域的に来年度整備を検討することを
考えている。
　事務局（磯村主任主事）　資料編について説明させていただきます。プランの中の専門
用語について、初めてプランを見た人もわかるように、用語を解説しています。
パーキングパーミットについても、資料編のP124において説明しています。こ
の他に掲載してほしい用語があれば、ご意見お願いします。
　島津委員　素案の中の記載に※しかないとわからない。※のところに資料編の何ページ
を参照してくださいと記載を入れる検討をしてほしい。
　事務局（間宮係長）　わかりました。
　島津委員　先程、事務局から、数値がいれられないので、文章で記載する、と話があっ
たが、P72からの実績値について増減数値でしか表記できないとのことだが、
見づらい。同じコンサルトの富津市の計画の実績値を見ると、達成率の％が記
載されていた。もし可能なら達成率を入れてほしい。P100のサービスの見込み
量の地域移行支援及び地域定着支援についても、かっこ書きで精神障がい者の
数を、木更津病院も保健所もある木更津市なので、数値を入れてほしい。それ
から、再度P4について計画の期間についての見方を教えてほしい。
　事務局（間宮係長）　計画の期間については、随時見直しということでこのように記載
させていただいています。
　島津委員　令和２年で障害者計画が見直しの表記になっているが、これでよいのか。
　事務局（間宮係長）　障害者計画は長期計画ですが、プランに合わせて３年毎に見直し
をしています。
　鈴木委員　わかりづらいので修正した方がよいのではないか。
　事務局（間宮係長）　わかりづらいので修正します。
島津委員　期間の境目がわかりにくい。
事務局（多賀課長）　わかりづらくてすみません。おおもとの障害者計画の下に総合支
援法と児童福祉法の位置付けがあり、令和３年から第５次きさらづ障がい者プ
ランが始まります。
　　　　（間宮係長）障害者計画は概ね７年から１０年の長期計画なので、その間に３年
[bookmark: _GoBack]毎に見直しを行っています。見やすいように修正を検討します。
　議長　　　検討お願いします。
　島津委員　P72の実施状況において達成率を出せるかコンサルトしている事業者に聴き
たい。
　事務局（篠田）　数値があれば可能です。プラスで出ているから達成しているの
かということは再度確認が必要です。他市の状況については社内でヒアリング
を再検討します。富津市の計画については、まだ協議を進めていると聞いてい
るので、状況を確認して反映できるように進めます。
　議長　　　わかりやすい表現になるのはよいと思う。他に何かありますか。ないような
ら、事務局からその他として連絡事項をお願いします。
３．その他
　事務局　　長時間にわたり、ありがとうございました。今回、皆様の意見を取り入れた
もの（案）を策定させていただきました。本計画につきましては、１２月１８
日から令和３年１月１６日までの期間、意見公募を行いまして、次回の策定委
員会は、その結果について説明します。
次回は令和３年２月５日（金）午前１０時から福祉会館市民ホール　今回と
同じ会場で開催いたします。通知は別途送付いたしますので、よろしくお願い
いたします。
　議長　　　他にご意見ありますか。
　　　　　　それでは、本日の議題が終わりましたので、これにて第2回の策定委員会を
終わります。速やかな議事進行にご協力をいただきありがとうございました。
進行を事務局へ返します。
　事務局　　お疲れ様でした。委員の皆様には、お忙しい中、ご協力をいただき誠にあり
がとうございました。これで、閉会いたします。
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